
　

日
頃
は
創
友
ク
ラ
ブ
の
諸
活
動
に
会
員

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感

謝
し
、御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
は
秋
に
大
型
台
風
の
襲
来

に
よ
り
、シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
会
場
が

大
会
直
前
に
被
災
し
、中
止
に
な
り
ま
し

た
が
他
の
行
事
は
予
定
通
り
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
創
友
ク
ラ
ブ
の
役
員
改

選
の
年
で
あ
り
ま
し
て
、全
26
地
区
の
う
ち

10
地
区
の
理
事
が
交
代
さ
れ
ま
し
た
。４

月
１
日
現
在
、小
田
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
1
1
9
単
位
ク
ラ
ブ
に
て
会
員
数

は
６
，２
６
６
名
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、ご
周
知
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、１
月
中
旬
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
は
当
小
田
原
地
区
で
も
予

想
外
の
事
態
と
な
り
ま
し
て
、小
田
原
市

よ
り
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、公
共

施
設
等
の
使
用
自
粛
や
、不
要
不
急
の
外

出
を
控
え
る
よ
う
当
会
に
も
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。５
月
末
に
は
緊
急
事
態
宣
言
は

解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、完
全
に
収
束
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
私
達
高
齢

者
が
健
康
を
維
持
し
、感
染
防
止
に
取
り

組
む
に
は
、一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
生
活

習
慣
に
目
を
向
け
、生
き
が
い
を
持
ち
な

が
ら
、健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
健
康
増

進
に
励
み
、免
疫
力
を
強
化
し
高
め
る
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
機
会

に
体
力
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
夏
以
降
の
社
会
情
勢
に
も
よ
り
ま

す
が
、創
友
ク
ラ
ブ
の
行
事
予
定
を
、安
心

安
全
を
期
す
る
た
め
、一
部
変
更
す
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、皆
様
に
は
引

き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

健康維持と増進で免疫力強化を
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会
員
の
皆
様
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、多
く
の
方
が

不
安
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。会
員
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て

感
染
防
止
に
全
力
で
取
り
組
み
、こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
、小
田
原
創
友
ク
ラ

ブ
役
員
改
選
に
よ
り
、今
年
度
も
厚

生
部
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
北
村
時

夫
で
す
。厚
生
部
と
し
て
は
６
名
構
成

で
１
名
の
方
が
新
規
部
員
と
し
て
協

力
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

厚
生
部
の
主
た
る
業
務
は
、福
祉

活
動
及
び
福
祉
施
設
に
関
す
る
事
、

慰
安
及
び
研
修
旅
行
に
関
す
る
事
、

友
愛
チ
ー
ム
の
増
強
・
指
導
及
び
介
護

予
防
に
関
す
る
事
で
す
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
問
題
で
今
年
度
の
春
季
・
秋
季
研

修
旅
行
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
事
は
、

非
常
に
残
念
で
す
。

　

小
田
原
創
友
ク
ラ
ブ
の
今
年
度
の

事
業
計
画
も
延
期
や
中
止
に
な
る
事

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
時
点
で
自
粛
は
緩
和
さ
れ
ま
し

た
が「
３
密
を
避
け
る
」事
を
考
え
な

が
ら
行
動
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
関
係

で「
安
全
・
安
心
」に
つ
い
て
思
い
悩
ん

で
い
ま
す
。

　

特
に
研
修
旅
行（
団
体
旅
行
）な
ど

は「
３
密
を
避
け
る
」事
が
非
常
に
難

し
く
思
い
ま
す
。今
後
の
研
修
旅
行
に

つ
い
て
は
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
希

望
を
取
り
入
れ「
安
全
・
安
心
」を
第

一
に
考
え
企
画
し
執
行
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

友
愛
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開

催
に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
状
況
を
見
て
判
断
致

し
ま
す
。

　

こ
の
先
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、小
田

原
創
友
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
や

行
事
が
速
や
か
に
執
行
で
き
ま
す
よ

う
願
う
の
み
で
す
。会
員
皆
様
の
ご
協

力
と
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、会
員
の
皆
様「
３
密
」に
な
ら

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

北
村
　
時
夫

厚
生
部

　

こ
の
度
総
務
部
を
担
当
さ
せ
て

頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、会
員
皆
様
方
の
ご

支
援
、ご
協
力
を
頂
き
、老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
発
展
の
た
め
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

総
務
部
の
役
割
は
、老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
会
長
を
補
佐
し
、ク
ラ
ブ

運
営
の
企
画
及
び
予
算
管
理
を
行

い
各
部
門
間
の
調
整
を
行
っ
て
会

の
運
営
を
行
う
事
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
ク
ラ
ブ
の
組
織
強
化

に
関
す
る
事
及
び
社
会
活
動
に
関

す
る
事
、渉
外
に
関
す
る
事
な
ど
が

あ
り
、こ
れ
ら
を
円
滑
に
実
施
運
営

す
る
事
が
役
割
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
組
織
強
化
に
関
し
て
は

「
会
員
の
加
入
促
進
運
動
」を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、皆
様
方
の
努
力

の
甲
斐
も
な
く
幾
つ
も
の
単
位
ク

ラ
ブ
が
解
散
し
て
会
員
の
減
少
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
こ
れ
ら
の
減
少
を
食
い
止

め
再
度
、加
入
促
進
さ
せ
る
事
が
大

き
な
課
題
で
す
。

山
口
　
　
繁

総
務
部

　

昨
年
に
引
き
続
き
女
性
部
長
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

微
力
な
が
ら
会
員
の
皆
様
方
の

ご
支
援
、ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
女

性
部
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

女
性
部
の
活
動
の
主
な
事
業
と

し
て
、健
康
に
関
す
る「
食
で
生
き

生
き
！ 

栄
養
教
室
」で
す
。今
年

は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
教
室
は
７
月
ス

タ
ー
ト
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

食
は
心
と
身
体
の
健
康
を
保
ち

明
る
い
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。会
員
の
皆
様

を
は
じ
め
会
員
以
外
の
方
々
ま
た

男
女
を
問
わ
ず
参
加
を
希
望
し
ま

す
。

　

ま
た
、「
老
人
大
学
」で
は
講
師

の
先
生
と
受
講
者
と
の
対
話
集
会

を
開
催
し
日
頃
疑
問
に
思
わ
れ
て

い
る
健
康
や
医
療
・
介
護
等
に
つ
い

て
話
し
あ
い
、こ
れ
ら
の
得
ら
れ
た

知
識
と
教
養
を
深
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
老
連
の
事
業
や
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
て
会
員
皆
様
と
共
に

健
康
で
心
豊
か
な
日
々
を
過
ご
せ

る
よ
う
、ま
た
、高
齢
者
の
仲
間
づ

く
り
、生
き
が
い
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

市
川
　
初
江

女
性
部

就
任
の
ご
挨
拶
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は
じ
め
ま
し
て
、令
和
２
年
度
の
役

員
改
選
に
伴
い
前
任
者
の
山
口
繁
さ

ん
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
致
し
ま
し
た
志

村
善
治
で
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
総
務
部
に
在
籍
し

皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

な
に
ぶ
ん
に
も
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
、

教
養
不
足
の
面
が
多
い
私
で
御
座
い

ま
す
。皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

頂
き
、教
養
部
の
任
務
に
ま
い
進
し
て

い
く
所
存
で
す
。宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

教
養
部
の
主
た
る
任
務
は
、

①
研
修
・
見
学
・
読
書
に
関
す
る
こ
と

「
健
康
長
寿
」「
健
康
づ
く
り
」な
ど
高

齢
者
に
役
立
つ
研
修
会
な
ど
の
開
催
。

②
会
報
の
発
行
に
関
す
る
こ
と

「
小
田
原
創
友
ク
ラ
ブ
」の
年
２
回
の

発
行
を
計
画
し
ま
す
。

③
ク
ラ
ブ
員
の
向
上
の
た
め

　
老
人
大
学
開
催
に
関
す
る
こ
と

　

今
年
度
か
ら
は
年
２
回（
２
日
）の

開
催
を
予
定
致
し
ま
す
。

　

以
上
の
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
に

よ
り
、近
年「
老
人
ク
ラ
ブ
や
高
齢
者

が
、介
護
予
防
・
生
活
支
援
の
担
い
手

と
し
て
協
力
し
て
い
く
」と
い
う
地
域

支
援
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
自
治
会
や
諸
団
体
と
協
力
し

「
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
地
域
づ
く
り
」を
め
ざ
し

て
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

志
村
　
善
治

教
養
部

　

昨
年
に
引
き
続
き
一
般
会
計
担

当
の
淺
岡
綽
と
、本
年
度
よ
り
福

祉
友
愛
募
金
特
別
会
計
担
当
の
平

井
良
一
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

ま
ず
、一
般
会
計
予
算
書
を
見

る
と
各
事
業
は
、小
田
原
市
・
小
田

原
社
会
福
祉
協
議
会
・
神
奈
川
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
の
補
助

金
及
び
受
諾
料
を
も
っ
て
遂
行
・
実

行
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

運
営
費
の
う
ち
雑
給
費（
小
田
原

市
補
助
金
）を
除
く
費
用
は
、事
業

収
入（
研
修
旅
行
の
手
数
料
）と
各

単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
の
会
費
が
財
源

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

単
位
ク
ラ
ブ
の
解
散
・
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
に
よ
る
研
修
旅
行
の
中

止
な
ど
収
入
減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

誠
に
心
細
い
限
り
で
は
あ
り
ま
す

が
、当
連
合
会
会
長
を
中
心
に
各

理
事
の
皆
様
と
会
員
の
ご
理
解
・ご

協
力
を
頂
き
一
層
の
努
力
を
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
指
導
の
程
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

次
に
福
祉
友
愛
募
金
特
別
会
計

担
当
に
今
年
度
よ
り
担
当
し
た
平

井
で
す
。

　

予
算
書
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、

財
源
の
確
保
が
大
変
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。

　

会
員
の
高
齢
化
で
お
祝
い
の
対

象
者
の
増
加
と
、友
愛
募
金
の
減

少
の
反
比
例
を
見
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。本
事
業
経
費
に
つ
い
て
一

部
、一
般
会
計
へ
振
り
替
え
を
実
行

し
前
期
と
同
額
の
確
保
を
図
り
ま

し
た
。

　

今
期
も
友
愛
募
金
に
特
段
の
ご

配
慮
を
申
し
上
げ
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
中
、会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
一
期
２
年
の
間
、財
務
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、会
員
の
皆
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。至
ら
な
い

点
も
多
数
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

自
分
な
り
に
頑
張
っ
た
つ
も
り
で

す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

為
、総
会
等
の
会
合
が
中
止
と
な

り
、皆
様
に
ろ
く
な
挨
拶
も
せ
ず
退

任
し
ま
し
た
。紙
面
を
も
っ
て
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。今
は
無
事
に
任

務
を
終
え
て
安
堵
し
て
い
ま
す
。本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

淺
岡
　
　
綽

財
務
担
当

平
井
　
良
一

元
財
務
担
当
　
小
泉
　
郁
夫

退
任
の
ご
挨
拶

財
務
担
当

　

昨
年
に
続
き
体
育
部
長
に
就
任
致

し
ま
し
た
片
山
勝
で
す
。

　

鈴
木
幸
一（
大
窪
地
区
）副
部
長

並
び
に
６
名
の
理
事
さ
ん
と
共
に
令

和
２
年
度
の
行
事
に
皆
様
方
の
ご
支

援
、ご
協
力
を
頂
き
任
務
に
邁
進
す

る
所
存
で
す
。

　

体
育
部
の
任
務「
３
本
の
柱
」

一
．ク
ラ
ブ
運
動
会
の
開
催

二
．ク
ラ
ブ
の
運
動
向
上
の
た
め
の
指
導

三
．運
動
の
推
進
及
び
健
康
増
進

　

以
上
の
任
務
を
遂
行
す
る
為
、次

の
行
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
体
力
測
定「
健
康
作
り
教
室
」

②
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

③
小
田
原
創
友
ク
ラ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

④
三
世
代
交
流
作
品
発
表
会

（
焼
き
そ
ば
担
当
）

　

な
お「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
」の
影
響
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合

も
予
想
さ
れ
ま
す
が
、ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
心
身
の
健
全
を
願
い
体
育
部
一

同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

片
山
　
　
勝

体
育
部

私たちは小田原市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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令
和
２
年
度
小
田
原
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

総
会
が
５
月
12
日
㈫
午
後
１
時
30
分
よ
り
、お

だ
わ
ら
総
合
医
療
福
祉
会
館
、４
階
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

伴
い
緊
急
事
態
宣
言
で
の
外
出
自
粛
要
請
や
施

設
の
使
用
制
限
な
ど
に
よ
っ
て
、市
老
連
に
お
け

る
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
大
変
停
滞
し
て
い
る
状

況
で
し
た
。

　

従
っ
て
、３
密
な
ど
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
単

位
ク
ラ
ブ
会
長
さ
ん
の
出
席
は
見
送
り
、各
地

区
の
理
事
さ
ん
の
出
席
に
よ
る
、理
事
会
で
の
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

志
村
副
会
長
の
司
会
で
始
ま
り
、杉
崎
顧
問

の
ご
挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
令
和
２
年
度
役
員
選

出
の
結
果
報
告
、大
友
会
長
の
ご
挨
拶
、監
事
の

選
出
、各
理
事
に
よ
る
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

続
き
ま
し
て
議
案
審
議
に
入
り
、令
和
元
年

度
事
業
報
告
、一
般
会
計
収
入
支
出
決
算
報
告
、

福
祉
友
愛
募
金
特
別
会
計
決
算
報
告
、監
査
報

告
な
ど
の
報
告
が
あ
り
質
疑
応
答
の
後
、拍
手

を
も
っ
て
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、令
和
２
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
一

般
会
計
収
入
支
出
予
算（
案
）、福
祉
友
愛
募
金

特
別
会
計
予
算（
案
）の
説
明
が
あ
り
質
疑
応
答

の
後
、こ
れ
ら
の
議
案
も
拍
手
に
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
山
口
副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
で
総
会

を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

（
文・教
養
部
長
）

顧
　
問

　
　
　
杉
崎
　
　
勲（
市
老
連
専
従
）

会
　
長

　
　
　
大
友
　
昭
夫（
市
老
連
専
従
）

副
会
長・総
務
部
長

　
　
　
山
口
　
　
繁（
山
王
網
一
色
）

副
会
長・厚
生
部
長

　
　
　
北
村
　
時
夫（
久
野
）

副
会
長・教
養
部
長

　
　
　
志
村
　
善
治（
下
府
中
）

副
会
長・体
育
部
長

　
　
　
片
山
　
　
勝（
桜
井
）

副
会
長・女
性
部
長

　
　
　
市
川
　
初
江（
芦
子
）

財
　
務

　
　
　
淺
岡
　
　
綽（
緑
）

　
　
◎
平
井
　
良
一（
十
字
）

監
　
事

　
　
◎
高
橋
　
孝
一（
新
玉
）

　
　
◎
小
泉
　
郁
夫（
上
府
中
）

理
　
事

　
　
　
林
　
　
昌
三（
新
玉
）

　
　
　
伊
豆
川
　
毅（
万
年
）

　
　
　
朝
見
　
健
夫（
幸
）

　
　
　
川
田
　
康
弘（
足
柄
）

　
　
◎
礒
崎
　
　
透（
芦
子
）

　
　
◎
小
林
　
良
造（
二
川
）

　
　
◎
井
上
　
勝
美（
富
水
）

　
　
　
木
村
　
賀
茂（
東
富
水
）

　
　
　
鈴
木
　
幸
一（
大
窪
）

　
　
　
秋
山
　
和
雄（
早
川
）

　
　
◎
小
泉
　
政
治（
下
府
中
）

　
　
　
八
森
　
　
剛（
豊
川
）

　
　
◎
磯
崎
　
　
衛（
上
府
中
）

　
　
　
鳥
越
　
睦
夫（
下
曽
我
）

　
　
　
関
口
　
昌
己（
国
府
津
）

　
　
　
堀
内
　
　
勇（
酒
匂
）

　
　
◎
矢
郷
　
昌
行（
片
浦
）

　
　
◎
稲
毛
　
　
優（
曽
我
）

　
　
◎
坂
口
　
　
修（
前
羽
）

　
　
◎
阿
部
　
信
二（
下
中
）

　
　
◎
早
野
　
成
二（
富
士
見
）

　
　
　
宮
本
多
喜
子（
片
浦
）

令
和
２
年
度
新
役
員
名
簿（
◎
新
任
）

私たちは小田原市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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【基本方針】小田原市老人クラブ連合会は、単位クラブとの連絡調整を密にし、会員相互の親
睦と会員の健康増進並びに教養をより一層高めるため各種事業を展開する一方、地域の関係
諸団体との交流を図りながら地域社会に貢献すると共に高齢者福祉の向上に努めます。

【その他の活動】
①国旗掲揚の推進　②在宅福祉事業への協力　③県老連事業への参加協力
④高齢者健康診断及び健康講座への参加　⑤歩け歩け運動への参加協力
⑥敬老週間行事への参加協力　⑦環境美化活動の推進
⑧交通事故防止の推進　⑨小田原市シルバー人材センターへの加入促進
⑩青少年育成会に協力

主な事業

１ 女性部会研修会
「食で生き生き！ 栄養教室」 ７月～２月

２ 小田原市慰霊塔清掃奉仕 ６月～４月

３ 友愛チームの活動推進及び研修会 未定

４ 第５5回老人大学 全２回：11月・１月

５ 『小田原創友クラブ』の発行 全２回：８月・１月

６ 健康づくり（体力測定等）事業の推進 女性８月２６日㈬・男性８月２７日㈭

７ 友愛募金運動の推進 ８月～9月

８ 友愛活動等支援事業「女性のつどい」 １１月予定

９ 社会奉仕の日 9月２0日頃

西湘ブロック関連事業
１ 西湘ブロック老連連絡協議会の開催 未定

２ 西湘ブロック老連交流グラウンドゴルフ大会 １１月１0日㈫

３ 高齢者訪問支援推進員養成研修会 未定：開催：真鶴町

４ 単位クラブリーダー新任会長等研修会 未定：開催：湯河原町

５ ゆめクラブ大学事業 ８月20日㈭

⑥ 対話集会
　講座終了後、受講した参加者との対話集
会を行う予定です。ご協力いただきますよ
う、よろしくお願い致します。

定員１00名（非会員の参加も含む）
⑤ 受講者

④ 会場
おだわら総合医療福祉会館　４階ホール小田原市老人クラブ連合会

② 主催① 趣旨
　高齢期における生活に潤いを
与え、かつ充実した生きがいのあ
る生活を送るのにふさわしい教
養を培うことを主眼としてこの大
学を開催します。
　なお、今年度からは会員の皆
様からのご要望により、年2回（2
日間）の開催と致します。また、講
座修了における修了証書の授与
は行いません。

③ 日程及び内容
日　時 内　容 講　師

第
1
回

11月25日㈬
または26日㈭
13:30～
　　15:30

第
２
回

1月21日㈭
13:30～
　　15:30

第55回小田原市老人クラブ連合会老人大学令和２年度

令和2年度事業計画

主な事業
10 社会見学と研修旅行 秋：9月下旬～１0月上旬　中止
11 単位クラブの強化推進（加入促進運動） １0月～3月

12 いきがいふれあいフェスティバル・
シルバー作品展 １0月１７日㈯～１８日㈰　中止

13 老人クラブ開放・地域連携モデル事業 １0月１８日㈰　中止
14 第46回小田原市シルバースポーツ大会 １0月２9日㈭　中止
15 小田原創友クラブ グラウンドゴルフ大会 １１月１0日㈫　※予備日１１日㈬

16 市老連大会 １１月１9日㈭　中止
17 単位クラブ会長研修会 ２月上旬予定

18 小・中学校の児童・生徒との交流及び防犯ボランティアパトロールの推進

19 その他、小田原市及び地区の行事に参加協力

内容等につきましては未定です。

私たちは小田原市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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上
府
中
地
区

高
田
第
一
福
寿
会　
　
　
会
長 

磯
㟢　
　

衛

高
田
第
二
福
寿
会　
　
　

会
長 

市
川　
　

直

八
千
代
会
第
二　
　
　
　

会
長 

山
下　

皓
久

永
塚
睦
会　
　

 　
　
　
　

会
長 

秦　
　
　

昇

大
友
第
一
長
寿
会　
　
　

会
長 

高
野　

敏
男

大
友
第
二
長
寿
会　
　
　

会
長 

松
嶋　

克
夫

延
清
睦
会　

 　
　
　
　
　

会
長 

石
田　
　

昇

男
39
・
女
28
　
計
67

男
40
・
女
21
　
計
61

男
40
・
女
16
　
計
56

男
26
・
女
30
　
計
56

男
36
・
女
42
　
計
78

男
31
・
女
39
　
計
70

男
29
・
女
25
　
計
54

会員数

総会員数
442

（
連
合
会
長 

磯
㟢　
　

衛
）

単
位
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

《
64
年
を
誇
る
中
河
原
高
砂
会
》

　

こ
の
梅
の
里
中
河
原
で
は
、昔
は
殆
ど
が

農
業
で
田
ん
ぼ
に
稲
作
、畑
に
梅
、そ
し
て
山

に
ミ
カ
ン
と
１
年
中
多
忙
で
し
た
。年
寄
り

も
重
要
な
働
き
手
で
あ
り
ま
し
た
が
、ほ
ん

の
僅
か
な
農
閑
期
に
誘
い
合
わ
せ
て
湯
治
に

出
か
け
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。老
人
会
の

原
形
で
し
ょ
う
。

　

昭
和
31
年
、小
田
原
市
に
合
併
し
、公
民

館
を
建
て
た
の
で
身
辺
で
一
堂
に
集
ま
れ
る

場
所
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
を
機
に
中
河
原

高
砂
会
と
し
て
発
足
し
、そ
の
活
動
が
全
国

紙
に
も
記
載
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
各
地
区

で
も
老
人
会
が
設
立
さ
れ
た
と
記
憶
し
て
お

り
ま
す
。

　

60
年
以
上
経
過
し
て
人
は
代
わ
り
、農
業

戸
数
も
半
数
程
度
に
な
る
な
ど
環
境
も
変
化

し
ま
し
た
が
、今
で
も
会
員
相
互
の
親
睦
を

深
め
る
た
め
、農
閑
期
の
４
月
に
温
泉
一
泊

旅
行
、７
月
、11
月
に
行
う
茶
話
会
、新
年
会

等
を
継
続
で
き
る
こ
と
は
先
達
の
努
力
の
賜

物
と
し
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
河
原
高
砂
会
の
行
事
や
活
動
は
多
数

あ
り
ま
す
が
、こ
の
写
真
は
会
員
で
折
り
紙

の
先
生
で
も
あ
る
、鳥
居
さ
ん
が
中
心
と
な
っ

て
開
催
し
て
い
る
折
り
紙
教
室
と
そ
の
作
品

（
題
名・祭
り
）で
す
。

　

毎
年
秋
に
は
、折
り
紙
を
シ
ル
バ
ー
作
品

展
へ
出
展
し
て
い
ま
す
。し
か
し
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
一
泊
旅
行
も
、茶
話
会
も
で

き
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。一
日
も
早
い
終
息

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。た
だ
、そ
の
中
で
も
曾

祖
母
よ
り
数
え
て
４
代
目
と
な
る
新
人
会
員

が
初
め
て
誕
生
し
た
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

（
文・柏
木　

信
一
）

曽
我
地
区

上
曽
我
千
歳
会　
　
　
　

会
長 

稲
毛　
　

優

八
千
代
会　
　
　
　
　
　

 

会
長 

廣
澤　

幸
次

中
河
原
高
砂
会　
　
　
　

会
長 

柏
木　

信
一

鬼
柳
団
地
ゆ
め
ク
ラ
ブ
　
会
長 

田
中　

章
悟

男
30
・
女
43
　
計
73

男
22
・
女
28
　
計
50

男
35
・
女
37
　
計
72

男
17
・
女
27
　
計
44

会員数

総会員数
239

（
連
合
会
長 

稲
毛　
　

優
）

　

上
府
中
地
区
は
今
で
も
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広

が
る
地
域
で
す
が
、都
市
計
画
法
に
よ
り
市
街
化
区

域
が
拡
大
さ
れ
住
宅
地
が
混
在
す
る
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。

　

当
地
区
は
、７
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は《
大
友
第
二
長
寿
会
》を
紹
介
し
ま
す
。

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、平
成
27
年

に
自
治
会
連
合
会
が
中
心
に
な
り
、地
域
の
様
々
な

課
題
を
解
決
す
る
た
め
各
種
団
体
や
地
域
住
民
が

一
体
と
な
り「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
も
委
員
会
の
一
員
と
し
て

地
域
の
様
々
な
福
祉
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
第
二
長
寿
会
も
近
年
は
高
齢
化
が
進
み
今

年
は
70
名
の
会
員
も
平
均
77・６
歳
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
再
就
職
が
進
ん
で
い
る
現
状
の
中
で
地

域
の
皆
さ
ん
に
老
人
会
活
動
を
よ
り
一
層
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
若
い
会
員
か
ら
高
齢
の
会
員

ま
で
共
に
楽
し
め
る
活
動
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

主
な
活
動

①
サ
ロ
ン
活
動
：
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
共
催
で
年

６
回
を
目
途
に
活
動
し
て
い
ま
す
。ダ
ー
ツ
、吹
き

矢
、手
芸
、折
紙
、ま
た
認
知
症
予
防
の
た
め
の
体
操

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。女
性
に
は
手
芸
、折
紙
、男
性

に
は
麻
雀
、将
棋
な
ど
が
好
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
：
月
２
回
み
ど
り
の
広
場
で

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、上
府
中
体
協
や
各
種
団
体
が

主
催
す
る
大
会
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

③
保
育
園
と
の
交
流
会
：
年
1
回
西
大
友
保
育
園

児
と
一
緒
に
食
事
を
し
た
り
、楽
し
い
遊
び
を
し
て

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

④
通
学
路
見
守
り
隊
：
自
治
会
と
協
力
し
て
通
学

路
で
児
童
の
安
全
見
守
り
と「
挨
拶
運
動
」を
行
っ
て

い
ま
す
。

⑤
奉
仕
活
動
：
毎
月
、１
の
日
と
決
め
て
八
幡
神
社

の
清
掃
、４
月
に
は
熊
野
神
社
の
清
掃
、９
月
に
は
両

神
社
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑥
友
愛
活
動
：
寝
た
き
り
の
人
や
家
族
の
日
常
的

な
支
援
が
な
い
と
生
活
が
困
難
な
人
を
、定
期
的
に

訪
問
し
て
い
ま
す
。

⑦
そ
の
他
：
昨
年
は
市
老
連
大
会
の
演
芸
の
部
に
上

府
中
地
区
を
代
表
し
て
参
加
し
ま
し
た
。６
月
か
ら

練
習
を
始
め
、練
習
回
数
を
重
ね
る
う
ち
に
会
員
相

互
の
連
帯
感
が
生
ま
れ
、よ
り
一
層
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
達
成
感
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

（
文・松
嶋　

克
夫
）
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久
野
地
区

（
連
合
会
長 

北
村　

時
夫
）

総会員数
106

宮
本
あ
ゆ
み
ク
ラ
ブ　
　

会
長 

北
村　

時
夫

正
寿
会　
　
　
　
　
　
　

 

会
長 

府
川　

正
子

男
32
・
女
39
　
計
71

男
7
・
女
28
　
計
35

会員数

　

久
野
地
区
、細
長
い「
く
の
字
」型
地
形
的

に
特
徴
が
あ
る
地
区
で
あ
り
、小
田
急
線
か

ら
西
側
に
箱
根
山
を
控
え
て
の
麓
で
あ
り
ま

す
。詳
細
に
つ
い
て
は
市
老
連
50
周
年
誌
に

記
載
さ
せ
て
あ
り
ま
す
の
で
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

 

宮
本
あ
ゆ
み
ク
ラ
ブ

　

毎
年
、恒
例
に
従
っ
て
行
事
と
し
て
実
施
し

て
い
る
花
壇
の
手
入
れ
、プ
ラ
ン
タ
ー
植
え

替
え
、6
月
に
は
パ
ン
ジ
ー
、11
月
に
は
デ
コ

ニ
ア
、年
２
回
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、お
茶
飲
み
会
を
年
3
回
会
費
制
で

実
施
し
て
い
ま
す
。新
年
会
開
催
に
つ
い
て

は
26
名
が
参
加
、内
容
と
し
て
は
玉
送
り
ゲ

ー
ム
、令
和
２
年
度
は
趣
向
を
変
え
て
、大
正

琴
演
奏
、会
員
参
加
者
で
琴
に
合
わ
せ
て
合

唱（
一
般
）。会
員
で
無
く
て
も
参
加
を
呼
び

込
ん
で
い
る
。参
加
者
の
中
で
、会
員
に
入
会

し
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。

 

正
寿
会

　

毎
月
恒
例
で
行
っ
て
い
る
清
掃
等
は
第
３

土
曜
日
、雨
天
の
場
合
は
中
止
、以
前
と
違
っ

て
参
加
者
減
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
茶
飲
み
会
」年
３
回
は
会
員
、

友
人
仲
間
を
誘
っ
て
参
加
し
、各
々
が
手
作

り
ご
馳
走
を
持
参
し
昔
な
つ
か
し
い
味
を
楽

し
み
ま
す
。

　

連
想
ゲ
ー
ム
、し
り
と
り
、数
合
わ
せ
で

は
、何
で
も
な
い
事
が
思
い
出
せ
ず
、答
え
が

出
て
来
る
ま
で
の
緊
張
感
が
頭
の
体
操
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

年
一
度
の「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」で
会
員
全
員

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て

靴
下
を
揃
え「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」で
選
ん
だ

後
、仲
間
同
士
と
の
交
換
会
が
一
番
、楽
し

そ
う
で
す
。手
作
り
の
ご
馳
走
を
食
べ
な
が

ら
仲
間
同
士
の
話
を
盛
り
上
げ
、お
互
い
の

健
康
を
確
認
し
て
い
ま
す
。最
後
は
何
時
も

同
じ
カ
ラ
オ
ケ
で
賑
わ
い
楽
し
い
時
間
で
あ

り
ま
す
。

　

新
規
加
入
者
を
誘
う
こ
と
の
申
し
合
わ
せ

を
す
る
。令
和
２
年
は
計
画
し
て
い
た
行
事
、

イ
ベ
ン
ト
が
延
期
や
中
止
で
残
念
で
す
。

《
久
野
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
》

　
「
狭
い
な
が
ら
も
楽
し
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
」、ミ
ニ
コ
ー
ス
４
コ
ー
ス
で
開
催
、会

場
は
地
区
公
民
館
広
場
に
て
正
規
の
ル
ー
ル

で
は
出
来
な
い
が
、会
場
に
合
わ
せ
て
４
ホ

ー
ル
設
定
し
コ
ー
ス
の
長
さ
は
40
ｍ・30
ｍ・20

ｍ・15
ｍ
と
し
て
24
名
が
参
加
。終
わ
っ
て
か
ら

反
省
会
を
し
、参
加
各
々
が
楽
し
い
と
の
声

で
あ
り
ま
し
た
。今
年
も
計
画
し
た
が
で
き

な
か
っ
た
た
め
、次
回
し
た
い
も
の
で
す
。

　

11
月
、三
世
代
交
流（
久
野
保
育
園
児
、

日
赤
奉
仕
団
、久
野
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
）と
し
て
保
育
園
児
と
体
操
・
玉
入
れ
・
遊

戯
な
ど
１
時
間
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
区
民
会
館
で
日
赤
奉
仕
団
と
交

流
会
と
し
て
親
睦
、懇
談
、全
員
で
合
唱
等
を

行
い
ま
し
た
。参
加
者
は
23
名
で
し
た
。

（
文・北
村　

時
夫
）

　

足
柄
地
区
で
は
３
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ
が
活
動

し
て
お
り
ま
す
。

 

む
つ
み
会

　
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
」は
毎
週
木
曜
日
に
、

「
カ
ラ
オ
ケ
ハ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」は
毎
月
第
１
と

第
２
日
曜
日
に
、友
愛
チ
ー
ム
活
動
で
の「
茶

話
会
」は
年
９
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

物
故
者
の
供
養
と
会
員
の
健
康
祈
願
を
地
元

の
本
光
寺
様
に
て
年
２
回
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
泊
入
湯
会
を
定
期
的
に
行
い
会
員
の
親

睦
を
深
め
て
お
り
ま
す
。（
写
真
は
須
崎
半
島

水
仙
ま
つ
り
）

（
文・川
田　

康
弘
）

 

34
区
こ
と
ぶ
き
会

　

市
老
連
の
行
事
以
外
、自
治
会
行
事（
健
民

祭・防
災
訓
練・山
王
川
清
掃
等
）足
柄
地
区
社

協
の
行
事（
敬
老
会・健
康
教
室
等
）へ
の
参
加

協
力
の
ほ
か
、単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動
概
略
は
次

の
通
り
で
す
。

4
月
：
通
常
総
会
開
催　

6
月
：
定
例
会
開

催
と
地
域
清
掃　

8
月
：
夏
祭
り
参
加

9
月
：
定
期
誕
生
会
と
神
社
境
内
清
掃　

10
月
：
祭
典
協
力
と
健
民
祭
参
加

12
月
～
1
月
：
忘
年
会
、新
年
会
、初
詣
参

加
、花
壇
の
管
理

（
文・篠
田　

康
光
）

 

和
会
老
人
ク
ラ
ブ

　

適
時
役
員
会
を
開
催
し
、市
老
連
・
自
治
会

そ
の
他
の
諸
行
事
の
連
絡
と
情
報
交
換
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
方
に
は
様
々
な
情
報
を
提
供
し
な

が
ら
、諸
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
呼

び
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　

皆
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
誕
生
会（
年
３

回
）新
年
会
で
は
、食
事
・カ
ラ
オ
ケ
等
を
通
し

て
明
る
い
雰
囲
気
の
中
、親
睦
を
は
か
り
絆
を

深
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
年
間
活
動
と
し
て

・湯
治
旅
行　
・新
年
初
詣　
・公
民
館
と
地
域

の
神
社
仏
閣
の
清
掃　
・
独
居
老
人
宅
へ
の
訪

問　
・シ
ル
バ
ー
作
品
展
や
文
化
祭
へ
の
作
品

の
出
展　
・
室
内
で
の
ペ
タ
ン
ク（
月
１
回
）実

施
な
ど

（
文・高
橋　

康
隆
）

足
柄
地
区

む
つ
み
会　
　
　
　
　
　

 

会
長 

川
田　

康
弘

34
区
こ
と
ぶ
き
会　
　
　

会
長 

篠
田　

康
光

和
会
老
人
ク
ラ
ブ　
　
　

会
長 

本
多　

孝
一

総会員数
157

（
連
合
会
長 

川
田　

康
弘
）

男
38
・
女
29
　
計
67

男
18
・
女
31
　
計
49

男
20
・
女
21
　
計
41

会員数

十字地区・前羽地区はP８に掲載しています。また、上府中地区、久野地区、十字地区、前羽地区の写真はP12に掲載しています。
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十
字
地
区
は
、箱
根
連
山
を
遠
景

に
右
に
小
峰
丘
陵
、左
に
相
模
湾
を

控
え
て
刻
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

自
治
会
は
５
地
区
で
す
が
、老
人

ク
ラ
ブ
は
３
地
区
で
す
。各
々
の
ク

ラ
ブ
の
活
動（
手
芸
教
室
・
体
操
・
書

道
・
歌
唱
・
新
年
会
等
）の
他
、十
字

老
連
と
し
て
地
区
交
流
を
密
に
し

て
い
こ
う
と
役
員
一
同
努
め
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。三
の

丸
小
学
校
の
校
庭
で
毎
月
１
回
実

施
し
て
い
る
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
で
す
。軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
と

同
時
に
他
地
区
の
方
と
の
情
報
交

換
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

友
達
仲
間
と
誘
い
合
っ
て
参
加
者

を
集
め
て
、新
会
員
増
強
に
も
寄
与

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
は
コ
ロ
ナ
問
題
で
様
々

な
活
動
が
自
粛
に
な
っ
て
い
る
折
、

会
員
個
々
の
活
動
と
し
て
各
地
区

で
展
開
し
て
い
た「
花
い
っ
ぱ
い
運

動
」を
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て

も
積
極
的
に
奨
励
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
家
に
閉
じ
こ
も
り
に

な
ら
ず
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
思

い
思
い
に
花
の
手
入
れ
を
し
て
、通

行
す
る
方
や
、地
域
で
暮
ら
す
人
々

に
目
を
楽
し
ま
せ
て
、時
の
安
ら
ぎ

を
与
え
て
い
ま
す
。そ
れ
以
外
に
も

地
域
の
団
体
が
開
催
し
て
い
る
健

康
体
操
教
室・健
民
祭・ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン・
旅
行
会
な
ど
の
慣
例
行
事
に

も
積
極
的
に
参
加
協
力
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
よ
っ
て
、社
会
状
況
が

一
変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、こ
の

よ
う
な
ス
ト
レ
ス
環
境
に
負
け
ず

に
、高
齢
者
が
健
康
長
寿
と
生
き

が
い
を
高
め
る
と
い
う
目
標
を
持
っ

て
、こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
文・平
井　

良
一
）

31
区
新
誠
ク
ラ
ブ　
　
　

会
長 

高
梁　
　

章

友
和
会　
　

 　
　
　
　
　

会
長 

辻　
　

善
治

西
海
子
ク
ラ
ブ　
　
　

   

会
長 

平
井　

良
一

男
21
・
女
24
　
計
45

男
15
・
女
23
　
計
38

男
10
・
女
21
　
計
31

会員数

総会員数
114

十
字
地
区

（
連
合
会
長 

平
井　

良
一
）

前
羽
地
区

（
連
合
会
長 

坂
口　
　

修
）

向
原
長
楽
会　
　
　
　
　

 

会
長 

杉
山　

栄
一

町
屋
長
楽
会　
　
　
　
　

 

会
長 

大
井
川
悦
雄

羽
根
尾
長
楽
会  　
　
　

 

会
長 

北
村　

和
夫

中
宿
長
楽
会　
　
　
　
　

 

会
長 

坂
口　
　

修

男
33
・
女
21
　
計
54

男
9
・
女
18
　
計
27

男
13
・
女
16
　
計
29

男
17
・
女
27
　
計
44

総会員数
154

会員数

　

前
羽
地
区
は
、小
田
原
市
と
二
宮

町
の
市
境
に
あ
り
、相
模
湾
に
面
し

国
道
１
号
線・Ｊ
Ｒ
線・ミ
カ
ン
山
等

に
囲
ま
れ
た
地
域
で
す
。（
前
羽
地

区
は
小
田
原
市
の
東
南
に
位
置
し

た
、前
川
地
区
・
向
原
地
区
・
町
屋
地

区
・
羽
根
尾
地
区
の
４
地
区
の
単
位

ク
ラ
ブ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
）

　

４
地
区
を
統
合
組
織
す
る「
前
羽

長
楽
会
」の
活
動
と
、地
域
ご
と
の

長
楽
会
の
活
動
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ

が
地
区
名
に
長
楽
会
の
名
称
を
称

し
標
記
の
会
名
と
し
て
い
ま
す
。

　

前
羽
長
楽
会
の
総
会
に
お
い
て

は
、総
会
・
定
例
会
終
了
後
に
各
地

区
ク
ラ
ブ
間（
４
ク
ラ
ブ
）の
親
睦

を
兼
ね
た
懇
親
会（
お
茶
会
・
歌
・ゲ

ー
ム
等
）を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他

に
も
前
羽
長
楽
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会（
春・秋
開
催
）や
バ
ス
旅
行

（
一
泊
か
日
帰
り
旅
行
）な
ど
元
気

に
楽
し
く
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

女
性
部
は
各
地
区
の
女
性
部
役

員
を
中
心
に
、月
２
回
、手
芸
・
踊
り

（
日
本
舞
踊
）・
料
理
な
ど
の
活
動

で
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。踊
り
に

つ
い
て
は
市
老
連
大
会
の
舞
台
で

披
露
を
し
て
い
ま
す
。

　

前
羽
福
祉
館
で
隔
週（
月
２
回
）

お
き
に
将
棋
・
囲
碁
・
麻
雀
・
カ
ラ
オ

ケ
等
の
サ
ロ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

 

前
羽
長
楽
会

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、定
例
会
な

ど
の
集
ま
り
の
際「
合
唱
」と「
頭
の

体
操
」と
し
て
ク
イ
ズ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

合
唱
の
内
容
は「
紅
葉
」「
里
の

秋
」「
荒
城
の
月
」「
箱
根
八
里
」「
こ

こ
に
幸
あ
り
」「
ふ
る
さ
と
」「
み
か

ん
の
花
咲
く
丘
」「
リ
ン
ゴ
の
唄
」な

ど
。歌
謡
曲
は「
大
阪
し
ぐ
れ
」「
北

の
宿
か
ら
」「
雪
椿
」「
瀬
戸
の
花
嫁
」

「
湖
畔
の
宿
」「
み
ち
づ
れ
」「
人
生

の
並
木
路
」な
ど
、レ
パ
ー
ト
リ
ー

は
広
い
で
す
。

　

頭
の
体
操
の
ク
イ
ズ
は
、Ａ
４
サ

イ
ズ
に
７
～
10
問
を
出
題
し
、お
し

ゃ
べ
り
し
な
が
ら
解
答
を
い
た
だ
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。当
然
正
解
は

２
割
程
度
で
す
か
ら
笑
わ
れ
る
こ
と

で
、笑
い
を
誘
う
…
そ
ん
な
こ
と
が

楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。す

で
に
ク
イ
ズ
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
50
枚

以
上
を
記
録
し
て
い
ま
す
。今
ま
で

の
ク
イ
ズ
出
題
の
事
例
を
紹
介
し
た

い
の
で
す
が
、紙
面
の
関
係
上
、今

回
は
削
除
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文・坂
口　

修
）
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私たちは小田原市老人クラブ連合会の活動を応援しています



　

小
田
原
市
久
野
地
区
住
民
ら
に
よ

る「
歴
史
遺
跡
巡
り
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
」が
2
月
2
日
、県
立
お
だ
わ
ら
諏
訪

の
原
公
園
を
発
着
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。約
1
4
0
人（
久
野
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
員
27
名
）参
加
、歴
史
探
訪
と
健

康
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
で
2
回
目
、主
催
は
久
野
地
区

各
種
団
体
代
表
者
会（
久
野
老
連
加

入
）、午
前
９
時
に
公
園
に
集
合
し
参
加

者
全
員
で
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
百
彩
を
行
い
、

出
発
コ
ー
ス
は
同
公
園
近
く
の
総
世
寺

か
ら
舟
原
溜
池
、欠
ノ
上
観
音
堂
め
ぐ

り
で
す
。

　
説
明
は
地
元
の
有
志
あ
る
方
か
ら
受

け
、今
回
は
久
野
の
総
林
山
龍
泉
寺
観

音
堂
を
紹
介
し
ま
す
。

　
12
年
ぶ
り
に
本
尊
開
帳
し
た
欠
ノ
上

観
音
堂
は
、総
世
寺
と
縁
を
結
ん
で
い
る

そ
う
で
す
。そ
れ
は
総
世
寺
の
第
八
世
大

岳
宗
純
禅
師
が
、今
か
ら
4
6
5
年
前

の
弘
治
元
年（
1
5
5
5
年
）に
建
立
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
こ
の
本
尊
は
念
仏
修
行
僧
と
し
て

東
日
本
各
地
区
を
遊
歴
さ
れ
た
弾
誓

上
人
作
と
言
わ
れ
る
十
一
面
観
音
立
像

で
、作
ら
れ
た
の
は
室
町
時
代
以
降
で
あ

ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
こ
こ
に
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る

か
は
解
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。ま
た
、秘

仏
と
な
っ
て
お
り
12
年
目
ご
と
の
本
開

帳
で
な
い
と
公
開
は
し
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
す
。

　
今
年（
令
和
2
年
）4
月
17
日
に
本
開

帳
が
行
わ
れ
た
法
要
と
と
も
に
御
本
尊

も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
久
野
の
隠
れ
た
歴
史
を
知
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

会 員 投 稿

歴
史
遺
跡
巡
り
健
康
ウ
オ
ー
ク

久
野
地
区
　
宮
本
あ
ゆ
み
ク
ラ
ブ
　
北
村
　
時
夫

6060歳を
すぎたら

健康で、働く意欲のある高齢者の
就業をサポートする公益社団法人です。
民間企業・家庭・公共機関などから
仕事を引き受け、会員に提供します。

毎月第３火曜日に説明会を行っています。

会員募集中!!会員募集中!!

シルバー人材センターへ

生きがいふれあいセンターいそしぎ内

☎0465（49）2333【永井・山田・朝倉】
連絡先

小田原市シルバー人材センター 検索興味のある方は

私たちは小田原市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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市老連主要行事報告
（令和元年10月〜令和２年３月分）

月 日 事業（会議）名 内　　　　　　容 場　　　所
10 10 慰霊塔清掃 万年・片浦・芦子 市慰霊塔

18 理事会
・生きがいふれあいフェスティバルについて
・市老連大会地区別芸能大会のカセット等の提出について
・寝たきり会員の調査依頼と見舞い品について　他

生きがいふれあいセンターいそしぎ

18～21
生きがいふれあいフェスティバル

シルバー作品展
出品　219作品

・シルバー作品展搬入　・シルバー作品展展示

生きがいふれあいセンターいそしぎ・シルバー作品展展示　・三世代交流事業

・シルバー作品展搬出

31
中間監査
常任理事
理事会

・中間監査報告について
・市老連大会について
・秋季研修旅行募金について
・福祉友愛募金について
・忘年会の開催について

おだわら総合医療福祉会館

11 8 女性部研修会（市高齢介護課共催） 「食で生き生き！ 栄養教室」（Fブロック　国府津・酒匂・富士見） マロニエ

10 慰霊塔清掃 桜井・足柄・幸 市慰霊塔

11 厚生部会 春季研修旅行について おだわら総合医療福祉会館

19 第54回小田原市老人クラブ連合会大会 ・式典　　一般表彰　功労者7名 小田原市民会館

26 女性部研修会（市高齢介護課共催） 「食で生き生き！ 栄養教室」（Fブロック　前羽・下中） 前羽福祉館

27 老人大学　第3回 ・講話　「かかりつけ薬局・かかりつけ薬剤師の役割について」
　　講師　わかば調剤薬局　石黒　久子　先生 おだわら総合医療福祉会館

12 10 慰霊塔清掃 大窪・国府津 市慰霊塔

16 常任理事会厚生部会 春季研修旅行見積検討委員会

おだわら総合医療福祉会館
23 常任理事会

理事会

・単位クラブ会長研修会について
・春季研修旅行について
・市老連加入促進運動について
・「ゆめクラブ神奈川事業活動基金」について　他

25 教養部会 創友クラブだより第74号について おだわら総合医療福祉会館

１
16 常任理事会

理事会

・単位クラブ会長研修会について
・春季研修旅行について
・市老連会員加入促進運動について
・令和元年度西湘ブロック地域支援事業担い手養成研修会について

おだわら総合医療福祉会館

22 女性部研修会(市高齢介護課共催) 「食で生き生き！ 栄養教室」（Aブロック　緑・新玉・山王網一色） 小田原市保健センター

23 老人大学
第４回

・講話「介護保険制度について」
　　講師　小田原市福祉健康部高齢介護課
　　　　　係長　井川　翔太　氏

おだわら総合医療福祉会館

２ 4 女性部研修会(市高齢介護課共催) 「食で生き生き！ 栄養教室」（Dブロック　桜井・富水・東富水） 尊徳記念館

5～6 単位クラブ会長研修会
・講話　「人生100年時代正しい歩き方とワクワク筋肉貯金」　
　　講師　一般財団法人　ソーシャルフィットネス協会
　　　　　代表理事　杉浦　伸郎　氏

ホテル おかだ

20 西湘ブロック
地域支援事業担い手養成研修会

・基調講演
　　講師　小田原市社会福祉協議会　常務理事　林　良英　氏

・講演　「真鶴地区の『支え合い・分かち合いと生活支援』について」
　　講師　社会福祉法人　真鶴町社会福祉協議会　青木　幸夫　氏

おだわら総合医療福祉会館

27 女性部研修会(市高齢介護課共催) 「食で生き生き！ 栄養教室」（Dブロック　桜井・富水・東富水） 尊徳記念館

３
4 常任理事会

理事会

・令和２年度単位クラブ補助金について
・友愛チーム関係書類について
・令和元年度加入促進運動について
・地区老連女性部代表者会議「女性部会」の開催について　他

おだわら総合医療福祉会館

10 慰霊塔清掃 早川・下府中・緑・富士見 市慰霊塔

30

女性部会

・令和２年度女性部役員改選について
・令和元年度女性部事業報告について
・令和２年度女性部事業計画について
・その他

おだわら総合医療福祉会館

理事会

・役員改選について
 常任理事及び部門部長の選任
 各部門理事の選任

・令和２年度の慰霊塔清掃奉仕の日程
・100歳会員の調査について　他

おだわら総合医療福祉会館
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十
字
地
区
　
西
海
子
ク
ラ
ブ
　
生
田
目
茂
子

夏　

遠
影
や
姿
膨
ら
み
て
夏
霞

冬　

縞
暖
簾
文
字
の
薄
れ
や
氷
柱
宿

酒
匂
地
区
　
第
一
寿
栄
広
会
　
大
木
　
敬
子

春　

た
ん
ぽ
ぽ
や
ほ
ほ
ほ
は
は
は
の
わ
ら
ひ
ヨ
ガ

夏　

新
緑
や
嫁
の
役
終
へ
喪
服
脱
ぐ

酒
匂
地
区
　
大
道
敬
和
会
　
小
寺
　
光
男

初
穫
れ
の
日
除
け
の
胡
瓜
み
な
拍
手

前
羽
地
区
　
町
屋
長
寿
会
　
大
井
川
悦
雄

子
供
ら
の
声
透
き
通
る
木
遣
歌

大
盃
に
汗
と
涙
の
泣
き
笑
い

受
験
生
神
様
が
お
手
上
げ
絵
馬
の
誤
記

十
字
地
区
　
西
海
子
ク
ラ
ブ
　
生
田
目
茂
子

息
子
禿
げ
昭
和
も
遠
く
に
な
り
に
け
り

縄
張
り
に
猫
に
も
猫
の
わ
け
が
あ
る

酒
匂
地
区
　
大
道
敬
和
会
　
小
寺
　
光
男

中
一
の
孫
の
臭
い
や
も
う
大
人

　「小田原創友クラブ」76号（令和3年冬号）に原稿をお寄せ
ください。
　単位クラブ活動や仲間同士でのボランティア活動、特別な
行事や地域の奇祭などに参加している様子を投稿ください。

（活動している様子、行事の様子など写真を添付してください）
　日々の雑感（随想）、旅行記、俳句、短歌、川柳などお寄せくだ
さい。
＊紙面の都合で長文の場合は文章をカットまたは次号回しに
する場合があります。
＊二重投稿、発表済のものは受け付けません。
＊必ず氏名・地区名・クラブ名・電話番号を明記ください。

小田原市久野１１５－２　おだわら総合医療福祉会館内
小田原市老人クラブ連合会「小田原創友クラブ」教養部

俳
　
句

酒
匂
地
区
　
大
道
敬
和
会
　
小
寺
　
光
男

ヴ
ァ
ヴ
ォ
ー
ン
鉄
の
怪
物
動
き
出
す

　

御
殿
場
線
の
D 

52
な
つ
か
し

蚊
も
は
え
も
こ
う
も
り
さ
え
も
身
を
ひ
そ
め

　

コ
ロ
ナ
の
夏
は
小
田
原
の
夏

大
井
川
Ｓ
Ｌ
走
る
川
沿
い
に

　

子
や
孫
た
ち
と
思
い
出
の
旅

な
つ
か
し
や
大
内
病
院
リ
ハ
室
に

　

真
白
き
富
士
や
矢
倉
岳
見
ゆ

機
影
見
ず
爆
音
も
な
く
ポ
ス
ト
に
は

　

Ａ
Ｎ
Ａ 

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
の
み
チ
ラ
リ
と
の
ぞ
く

富
水
地
区
　
飯
田
岡
寿
第
一
会
　
岡
田
チ
ヨ
子

農
に
生
い
鍬
を
ペ
ン
に
と
変
え
た
る
日

　

歌
詠
む
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
る

休
校
の
長
引
く
中
学
先
生
が

　

花
だ
ん
を
手
入
れ
し
生
徒
ま
ち
い
る

短
　
歌

川
　
柳

原
稿
募
集

発　行  令和3年１月 締切日  令和２年10月末日

宛　先  〒２５0－00５５

　新型コロナウイルス感染症防止に伴い関係機関や自治体から公共
施設等の使用自粛、不要不急の外出を控える要請がありました。感染
防止については完全に収束されておりませんが、会員皆様の安心安
全を最優先に考えて次の事業を中止させて頂きます。ご理解とご協力
のほど宜しくお願い致します。

デ
コ
ニ

令和2年度「創友クラブ事業計画」
一部中止のお知らせ

 中止とする事業
10.社会見学と研修旅行（秋の旅行：9月下旬～10月上旬）
12.生きがいふれあいフェスティバル・シルバー作品展（10月17日～18日）
13.老人クラブ開放・地域連携モデル事業（10月18日）
14.第46回小田原市シルバースポーツ大会（10月29日）
16.市老連大会（小田原市民会館：11月19日）

会
員
文
芸

私たちは小田原市老人クラブ連合会の活動を応援しています
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今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

防
止
に
関
し
、４
月
に
緊
急
事
態
宣
言
で
外

出
自
粛
や
施
設
の
利
用
制
限
、ま
た
３
密
防

止
を
図
り
、人
と
人
と
の
接
触
を
従
来
よ
り

８
割
減
ら
す
な
ど
の
要
請
が
政
府
や
自
治
体

か
ら
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
て
い

ま
す
が
、当
創
友
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
事
業
計
画
が
遅
れ
遅
れ
と

な
り
、会
員
の
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
致
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
収
束
が
ま
だ
見
え
て
い

な
い
状
況
で
す
が
皆
様
感
染
症
に
留
意
さ
れ
、

元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
教
養
部
）

あ
と
が
き

◎未加入者宅にパンフレットの投函
◎会員1人が新しい会員1名以上の勧誘をする。
◎未加入自治会の創友クラブの結成をはかる。
◎単位クラブ2名以上の増員が最低目標

小田原創友クラブの推進項目として

実施中です

上府中地区 久野地区

前羽地区十字地区

会員加入増強運動

私たちは小田原市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　このたびは、広報紙に広告のご協賛をいただき、誠にありがとうございます。本紙は紙面を通じて会員の交流・情報交換
はもとより、地域の皆様に老人クラブの活動をご理解いただき、一層の交流の輪を広げるため発行するものでございます。
以上の趣旨をご理解いただき、引き続き広告掲載のご協力を賜りますようお願い申し上げます。 【小田原市老人クラブ連合会】

ご協賛いただいた皆様への御礼
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